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14. エジプト・スヱズ地区の日本人駐在員に発生した� 

2干炎について

久満董樹，林直諒，小幡裕

(東京女子医科大学講化器病センター) 

1976年� 8月から1977年� 2月までに，スエズ運河拡張工

事に従事する� E本人従業員約� 200名の中から� 7名の急性

肝炎患者が散発した。発熱・消イ七器症状・黄痘などA型

肝炎に特徴的所見を呈し，� 6併が20議台，� 1例が30歳台

で，生検像は急性ウイルス肝炎であった。病初期と治霊長

17.パンチ症候群の� 1額i

飯田真言，青木元(上都賀総合〉

稗腫・実車・向原正元進を示し，組織上，肝駿にごく軽

震の線緯イ七を認める，いわゆる特発性河原庄完進症の� 1

例を呈示し，韻床的tこは，一般血痕検査，理学的所見，� 

E干牌スキャニングといった，簡単で，負担の少ない検査

が本症を疑わせるに十分役立つことをのべた。� 

18.腹水濃縮濯流の� 1倒� 

良子，田口志男，岩間章介]1河端
期で豆A 抗体錨の差を認め，� A型肝炎と診断される。

衛生環境改善によりその後の発生を予防しえた。海外渡

就者の増加する今13，疫学上のモデノレ}こな予得るだろ

っ。� 

15. HBsAg持続揚性者におiする� e抗原.e技体の臨

床的意義

岩間章介(千葉労災)

鈴木紀彰，中鵠征男〈千大)� 

HBsAg持続揚佳者� 107名及び急性B型肝炎� 9名につ

いて，� HBeAg. HBeAbの測定をおこなった。急性例

では，� HBeAg陽性者� 0名，� HBeAb諺性者� 4名で，� 

HBeAbは発症後約� 1カ月経過した時点であった。持続

陽性保では，豆BeAg誌� CAHで56弘に認められ，� 

CIH，AsC，肝硬変，� HCCでは� HBeAbの頻度が高か

った。好機龍検査では宜BeAg揚性例に� GOT，GPT， 

TTTが高い傾向が示された。以上より，� HBeAgは，

肝炎の活動性と密接な関連を有する事が示唆された。� 

16.悪急性肝炎を疑わせた� 1症例

。石田裕，小薄規覚，中野泰雄

永譲敏行

(語橋中央)

税所宏光〔千大)� 

48歳女性。輪車歴なし。<主訴>食欲不振，堰気，黄

痘<検査>GOT404，GPT 217，LDH 798，T. Bil 

8.7，HB~Ag(一)より急性肝炎の診斯であった。 しか

し，入読時徐々に黄痘強度となり約3カ月持続(最高� 

T.Bil 32.4)， トランスアミナ}ゼとピラノレピンの解離，

腹水の出現，経過中に一時みられた意識露害などの臨床

所見よヲ， )1干生検は行っていないが，亜急性肝炎を疑っ

た� 1例を示した。� 

木内夏生，加藤繁夫，石原運雄

(千葉労災〉

難治性喪水となった肝硬変症に対し，腹水濃縮濯流を

施行した。農水濃縮濯読により，腹水5800ml排出し，

点、溝を含め� 1250mlの濃縮腹水を静眠内に再註入した。

この持蛋自の回収率は81.4%であった。謹流;こよ予腹水

減少，自覚症の改善みられたが，その後，高アンモニア

血症及び前昏睡をきたし，腹水再貯留を認めた。この症

例に関しては，謹流の効果が，はっき予しなかった。� 

19.清化器疾患その他における� Carcinoembryonic 

antigen (CEA)の臨床的意義� 

0檎山義明，横須賀収，三輪請三

(君津中央〉

鈴木紀彰，岩間章介，飯田真言

(千大〉

腫場性疾患85例，非腫霧性疾患80例，その他� 35例，

計200例について� CEARIAキットを用いて認定した。

彊場註疾患では� 47誌の揚性率で，大藤・車腸・担管・� 

の揚15%買で揚性を示した。非腫蕩性疾患では]1曹・肝の

性率であり，肝硬変，胆石症で陽性を示した。原発性好

癌と転移性肝癌の鑑別診断で，前者では� CEA~直 5 

ng/ml以下，後者で辻，� AFP値はすべて100ng/ml以下

であった。題石症では高麦炎症，高度黄痘特に� CEAの

軽度増加が認められた。� 

20.超音波リニア電子スキャナーによる蕗の診断法

唐沢英建，三木亮，上野高次

〈冨立横誤東〉

超音渡リニア電子スキャンを用い，捧の描出法に若干

の改良を加え捧の描出率を検討した。対象，葬疾患を除

く21例。方詮，諒夜， 下剤， マグコロール250mlを投

与。当再朝絶食，コリオパン� 1A筋注後，� 500mlの水を

欽用。主に右根.IJ臥イ立，左側臥位にて検査を行う。結果，
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棒頭部の揺出率は47.6%，手本部詰80.9%，尾部は，� 23.8 

%であった。本法により，捧の描出率に有意の改善がみ

られた。� 

21.急性閉塞性住膿性担管炎の� 1例

松谷正一，石田裕，小博規覚

中野泰雄.永額敏行

〈船議中央)

大久保春男(同・病理)

担管惑に合併した急性閉塞性化膿詮胆管炎の� 1例を報

告し重症胆管炎の問題点につき若干の考察を加えた。患

者は黄誼を主訴とした69議の女性で，重症腔管炎の診断

のもとに経皮的胆汁ドレナージを施行したが細蓄性ショ

ックにより死亡し，部検にて総担管癌を併うことを確認

した。次に重症担管炎の名森，議念の問題点を指摘し，

その治療成績から早期の膿詮胆、汁ドレ}ナージの有効性

を確認、した。� 

22.病変の進行を長期にわたり観察した肝内睦石症の� 

1{亮

与儀裕，有費光，佐藤重明

河内文雄

(JI!鉄)

本症例は36歳の男性で13年間にわたり右季助部痛・発

熱・黄痘の症状で入院をくり返している。胆のう担五症

として� 2度手僚を受け題のう内に胆石が認ぬられたが，

その後も症状が持続し，� 4百匡の入読時;こ� PTCで肝内

胆石症と診断され，その病態が初めて明ちかにされた。

その後経遅観察中であったが，今回入院時には肝内外胆

管に胆石が充講していた。� E干内題石症は担管橡に多彩な

変イ七を示すので詳紹な読影がその診新に必要である。� 

23.当院における胆石症衝後後遺窪の検討

浅田学，寺田洋医(旭中央)

題道亘接造影法，術中胆道精査法の進歩にもかかわら

ず，胆石遺残1fUは少なくないと言われている。我々が，

最近5年間に経験した胆石症は，� 643椀である。この間，� 

PTC，ERCPを600余例に撞行，目呈石築後後遺症� 37例

(胆管胆石 21 f7u，肝内題石� 13例，街後狭窄� 3鍔)を経

験。これらに関し，再発症状，再発までの期間，前回手

術街式との関係等を検討，示唆に富むと君、われる� 6症例

を呈示，若干の考察を加えた。� 

24.爵塞註黄症の� 2倒� 

0議議正彦，青木元〈上都賀〉� 

PTCの普及と読影法の確立により， 関塞性黄痘の診

断は容易になった。私は閉塞性黄症の� 2症例を受け持ち

，これらに対しては� PTCは持徳的にも欝単であヲ，患

者の負強も少なく，診断的倍誼が非常に高いことを経験

した。痘剖工は肝門部胆管癌で島り，早い時期に診断が

ついたが部生的に切諒不能であり，減黄請を行なった。

症例� 2 fま転移f生野癌を疑っていたが，� PTCにより� E筆頭

部癌と分か予重複癌であった。� 

25. s.!!菅像にて診薮医難であった陸のう癌の� 2剖

朝比奈f言武，宮域三津夫，宮城和彦

(県立東金〉

平野手口哉，大久保恵胃(再.外科)

本院における，診断医難であった� 2例の胆のう惑につ

いて報告する。第� 1例は58歳の女性で，� DIC，PTC ~こ

て総胆管の詮影欠損を認め，担管癌を疑い，腹部車管譲

影を施行した。その結果，胞のう動援の不整，血管の増

生を認め， 短のう癌と診断した。第2伊iは64歳の女性

で，� DIC，PTCで躍のうは造影されず， 総題管は合流

部を中心に， 著明な狭宰橡を認め，担のう癌を強く疑

い，開慶した。組織診断は腺癌であった。術後� 6年目で

なお生存中である。� 

26.膨大部癌の� 1手術倒

北沢栄次，新国義窮，町井彰

(都立豊島)

岩木一守(国.外科〉

症例57歳，女性，主訴黄痘，現病歴昭和52年5月10日

尿の濃染，蜜捧惑，� 5月20眼球の黄染，� 6丹3日入院，

現症黄痘(+)，右季肋部に鶏卵大の担のう。検査成讃� 

MG  50，ALP 428，GOT 174，GPT 224，α-Fetopro-

tein(-)，HDGで乳頭部に一致し二重輪郭像� PTCで

肝内，誌担管の拡張，末端部の糸状の締まり，� 7月6自

捧頭十二指揚切除備撞行，腫蕩は一部潰蕩を伴なう� 2.0X 

1.5cm，リンパ節浸潤(一)組織学的に管状践癌，術後

は経過良好だったが，腹水貯留，下血がみられ，密後6

カ月で亮亡。� 

27. 圭{壌における書X線診断の改良

詮元英，大串晴夫〈上春賀総合〉

胃X線検査は腎癌殊に早期審の捨い上げ診雲寺として重


